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			（一）インド釈迦仏の入滅後の予言書

			　インド出現の釈迦仏の予言によりますと、教法が形も質も、共に完全に行われた時を正法時代といい、質もかすかになり、その影のみを完備された時代を像法といい、形も質も微弱になって行った時代を末法というのです。

			　この時に当たって、釈迦仏の予言に応じて五濁の乱世に民衆を救済するために、日蓮大聖人は仏の末法の予言に従って、鎌倉時代の頃出世して、各方面の形骸だけとなった教えが道を塞いで、民衆の進化を妨げるのを除く為に、念仏無間、禅天魔、真言亡国、律国賊、南無妙法蓮華経と唱えて、末法時代の衆生に適応した、南無妙法蓮華経を唱えて、父母、師匠、道善房並びに、一切衆生の恩、国土の恩を奉ぜんが為に、三大秘法を建立されたのであります。

			　真実の立正安国論とは、一国のみに妙法の受持をするものではなく、人の妄心の深層に、内含する妙心を開示し、妙心に悟入することである。

			　即ち、開示を立正と名付け、悟入を安国という。仏教と名乗りながら、正しい教えが悪く思えて、相伝がないとか、血脈が切れているとかいうような、言葉だけに取り付かれて、曲がった教えが、東西南北に流れ、自賛毀他ともいえるような宣伝が、最優先した結果、それが本当の教えのように思い込んでしまう。

			　日蓮仏法と名乗りながら、仏法以外の浅い教義や、利益を混合して、教えを広めれば、このような教えは、国家や社会には広まりやすいが、本当に国家や社会を安国にすることはできません。

			　日本の鎌倉時代に出現した日蓮大聖人が、法華経を指南書として、生涯を費やして修行し、この諸法実相の理を体得して、一幅の紙木の上に要約して表されたものが、本門の本尊なのです。

			　しかし、この本尊は単に表象された本尊そのものだけでなく、その裏に包含されている、一切の智慧や、力や、その他全てを含んでいるものであります。

			　これを単に紙木の部分のみが、本尊であると、錯覚すると、偶像崇拝となってしまいます。

			　次に、題目を唱えて、ただ祈れば功徳があるということはない、祈れば必ず功徳があると教えられて、自分勝手な、功徳のみを優先している信心では、妙心の城もなく、あるのは自分の祈りであって、つまり、我欲だけでしかなく、餓鬼の城しかない。

			　悪い心を信じているだけですから、何時間、何万遍唱えても、その功徳がないことになります。

			　朝夕の御祈念に我欲を捨てて、大聖人の慈悲と、智慧を戴いて、妙心の城を覚ることによって、その城に安住して、他の多くの人々にも、これを教えることが、真の仏国土の建設であり、これ以外には、日蓮大聖人の御遺命もあるはずがありません。

			　これが、当体蓮華鈔と御義口伝の御遺命なのです。

			　本当の仏法というものは、人の心の迷いの在（あ）りかを探って、心の深層の奥に内在する、仏の本性である仏性を開き、覚り、入らせて、誤った心を立て直すということに目的があるのです。

			　この辺の意味を最も良く細かく教えられているのが、法華経の方便品の十如是実相の文に続く、俗に言われている、世雄偈以下の長行なのです。

			　末代の法華経の修行には、方便品の世雄偈長行全体を読誦することが、末代の信仰者の、誤った心の迷いを立て直すのに、どれだけ必要欠くべからざる修行であって、この修行をしないことには、方便品の修行も全く骨抜きの修行であります。日蓮大聖人出現の法華経の文証とは、

			「唯以一大事因縁故。出現於世。舎利弗。云何名諸仏世尊。唯以一大事因縁故。出現於世。諸仏世尊。欲令衆生。開仏知見。使得清浄故。出現於世。欲示衆生。仏知見故。出現於世。欲令衆生。悟仏知見故。出現於世。欲令衆生。入仏知見道故。……無有余乗。唯一仏乗。」

			　日蓮大聖人が鎌倉時代に出世されたのは、法華経方便品の世雄偈（長行）の一大事因縁の文によるのであります。

			「諸仏世尊は、唯だ一大事の因縁を以ての故に、世に出現されます。

			　衆生をして仏の知見を開かしめんとして、世に出現されます。

			　衆生をして、仏の知見を示さんと欲するが故に、世に出現されます。

			　衆生をして仏の知見を悟らしめんと、欲するが故に、出現されます。

			　衆生をして仏の知見の道に入らしめんと、欲するが故に、出現されます。

			　舎利弗よ、これを、諸仏世尊は、唯一大事の因縁を以ての故に、出現される」と説かれています。

			　これによって、今をさる、約七百年の昔、鎌倉時代の建長五年三月より四月に宗旨建立されました。

			　以来その教団の集散分合、時の流れに伴って進化発展の状態は、インド釈迦仏が開かれた仏法が間もなく、上座部と大衆二十余部に、また、毘奈耶（びなや）、摩訶止観、喩伽等のように、七変八裂したこととよく似ているところがあります。

			　日蓮の一門とは、出家の弟子と在家の弟子（檀越だんのつ）で構成されて行き、鎌倉では名越（なごえ）の小庵、のちには、甲斐の国、身延の庵室に集まったのであります。

			　そこは、日蓮一門の結束の場所であって、日蓮大聖人に師事を誓い、就学、研鑽、給仕、面談の場所であって、法華弘通の拠点として、弟子、檀越宛に精力的に書状を送られたのです。

			　このように庵室は自らの研鑽する場所であって、ついに寺院は建立されなかったのであります。

			　近来になりまして、行政の統治のきずなを離れて、自由自在に思うがままに、時の運に任せて、衆生を救済するという名のもとに、新しい集団ができ上がっています。

			　それは、一般大衆があまりにも、宗教というものに、無知であるという理由によるほかはありません。

			　それは、現代の人々が、宗教とは何ぞやということに対しての研究である、現代宗教学の研究が不足しているということの他ではありません。

			　真実なる宗教というものの検討に無関心で、数百年来伝統の仏事や、祈祷などから、一歩も出ないという迷妄によるものであります。

			　日蓮一般各教団の宗教信条等を理解するのに、ほぼ明治末以後の法脈、創寺、立宗、教義発展の図表を揚げることにしました。

			　また、明治末に仏教各派と共に、日蓮教団も、合同一本化するように、指示されたことがもとで、合同問題がおこりましたが、その後間もなく、開放時代となり、変動甚だしく、これらの詳細は、到底簡単に記述することは困難であります。

			　日蓮各教団の流派、創寺、教義発展を図表に現わすと、大略は次の通りであります。

			（宗教学系譜①、宗教学系譜②の二部を参照のこと）

			　日蓮宗諸流の勤行は、ある門流では、法華経の通序と十如是、提婆品を読誦したり、また、ある門流では、此経難持の文、以要言之の文、陀羅尼品、普賢呪等を読誦し、また、一品二品半、あるいは、本門八品とか、一日一巻を読誦しています。

			　日蓮大聖人の月水書には、「殊に二十八品の中に勝れて、めでたきは方便品と寿量品にて侍り。余品は皆枝葉にて候なり。されば、常の御所作には、方便品の長行と、寿量品の長行を習い読ませ給い候え。また、別に書き出しても、あそばし候べく候、余の二十六品は、身の影の随い、玉に財（たから）が備わるが如し。寿量品、方便品を読み候えば、自然に、余品は読み候わねども、備わり候なり。薬王品、提婆品は、女人の成仏往生を説かれて候品にては候えども、提婆品は、方便品の枝葉、薬王品は、方便品と寿量品の枝葉にて候。されば、常には、此の方便品、寿量品の二品をあそばし候て、余品をば、時々、御いとまの、ひまにあそばすべく候」（月水御書）

			　また、曾谷入道殿御返事には、「方便品の長行書かきまいらせ候。自我偈を相そえて読みたもうべし。此の経の文字は皆ことごとく生身妙覚の御仏なり。……、心の師とはなるとも、心を師とせざれとは、六波羅蜜経の文ぞかし」

			　このように、蓮祖の修行された通りに修行して、朝夕の勤行は、両品に限って読誦することであります。

			　日寛上人（富士門流、二十六世、中世の祖）が、享保四年に加賀の信徒に与えられた写本が残っています。

			　大聖人が月水御書で御指導されているように、「されば、常の御所作には、方便品の長行と寿量品の長行を習い読ませ給い候え」

			　二座の本尊供養の勤行は、「十如是、世雄偈、寿量品を読誦すること」と、御教示されています。

			　しかし、残念なことに、近年に至って、この「世雄偈」の重要性が忘れ去られ、富士門流上古以来の、修行の基本線がわからなくなってしまいました。

			　これによって、様々な問題も起こってきたのであります。また、各信徒においても、本来の勤行の正しい意義を見失い、単なる形式的な修行へと変わってしまいました。

			　日蓮大聖人には、次に三つの名称があります。

			①　日蓮大聖人のことを、久遠の本地では、自受用報身と申し上げます。（無作の受用報身とは、一念三千の色心二法を覚知された方）

			②　インドの霊鷲山の法華経の会座では、上行菩薩と称する。

			③　仏滅後、末法出現には、日蓮大聖人と申し上げます。

			　他門の人々はこの理を知らず、宗祖を下して、大菩薩と名付けるのは、誤った理解なのであります。宗祖を慧日大聖尊と申し上げ、末法下種の教主釈尊なることを、知らないのであります。

			　慧日大聖尊とは、日蓮大聖人の諸御書に、世界の中の、智慧のある尊い大人と説いています（撰時鈔等参照）。

			　例えて見れば、インドの神、帝釈天に、千の異名があることを知らず、かえって身分の低いものとみるのであります。立正安国論は、全てが権教と実教を相対して、権教を捨てて、実教を取ることを論旨とされているのです。

			　その結論は、「汝早く信仰の寸心を改めて、速やかに、実乗の一善に帰せよ」、あなたが早く信仰の心を改めて、この一乗の一善に帰れば、この世の中は仏国となり、十方は、悉く宝土となりますから、この実乗の一善に帰すことが、一番大切なことであります。

			「師子吼ゆること」にありますように、師子吼ゆるとは、日蓮大聖人より日興上人に相伝された、来るべき二千年～三千年を指導する原理です。

			（二）日蓮大聖人の血脈相伝

			　法華経の法灯は、一つは金口相承といって、釈迦仏以来、代々の人々の相承がそれであります。

			　二つ目の今師相承は、天台大師から、直接の師を、釈尊の昔にさかのぼって、系譜の相伝を述べたものです。この両方に連なる人は、第十三祖の竜樹菩薩であることから、天台大師伝法の高祖は、竜樹菩薩にあることがわかるのであります。このように、正像二千年に、インド、中国を経て、貞応（じょうおう）元年（承久四年、西暦一二二二年）二月十六日午の刻（正午）に、大日本国安房の国長狭郡東条の郷小湊の浦、片海の住人三国大夫（貫名次郎）重忠の家に、日蓮大聖人はご誕生になりました。御母は梅菊女、平の畠山殿の御一類であります。この聖児が誕生された時には、地から清水がわき出て、青蓮華が開くという奇瑞（きずい）が現じたので、善日麿と名づけられました。詳しくは産湯相承にあるとおりであります（別伝として、薬王丸とありますが、この説はどこに根拠があるのか明らかではありません）。

			　十二才の時、天福元年（一二三三年）五月十二日、小湊の清澄寺に登り、道善坊を師として、色々な学問を修学されて「日本第一の智者」の志をたてました。

			「生年十二、同じき郷の内、清澄寺と申す山に、まかりて」（本尊門答鈔）、嘉禎（かてい）三年（一二三七年）、十六才の時、得度し、道号を是聖房（是生房は古記録の写本）蓮長と称しました。

			「日蓮は日本国安房の国と申す国に生まれて候いしが、民の家より出（い）でて、頭（こうべ）を剃り、袈裟を着たり。このたび、いかにもして、仏種をも植え、生死を離るる身とならんと思いて候。（中略）宗宗枝葉をば、細かに習わずとも、所詮肝要を知る身とならばやと思いし故」と、妙法比丘尼御返事にあるように、出家してからは「生死を離るる身となる」ため、日々の修行に精進し、「肝要を知る」ための研讃は、いよいよ日に日に、激しくなりました。この頃にはすでに、道善房や義浄房（義城房）、浄顕房も、蓮長に教えるものはなく、蓮長はひたすら、清澄寺所蔵の経巻典籍を漏れなく読破し、胸中に深く刻み込んでいきました。今は「日本第一の智者となし給え」と、ひたすら虚空蔵菩薩に祈願するばかりでありました。

			「生身の虚空蔵菩薩より、大智慧を給わりし事ありき、日本第一の智者となし給えと、申せしことを、不便とやおぼしめしけん、明星のごとくなる大宝珠を給いて、左の袖に受け取り候いし云々」（清澄寺大衆中）

			　清澄寺大衆中の御書によれば、祈願の成就は七日満願の未明、四時ころ、虚空蔵菩薩より、明星のごとき大宝珠、すなわち大智慧を授かるという不思議な現象として現われました。この事実はまさに、一切衆生を救わんとする誓願と、本然に具わるところの智徳が内薫してもたらされた法界の妙用を大悟されたというべきでありましょう。

			　また、当時、是生房の書写された「授決円多羅義集」という天台の口伝書が現存していますが（昭和九年に金沢文庫から発見された）、この書の奥書によれば「嘉禎四年大歳戊戌（つちのえいぬ）十一月十四日、阿房国東北御庄、清澄山道善房東面執筆、是聖房、生年十七歳」と配されています。

			　この嘉禎四年（一二三八）は、十四日より十日目の十一月二十三日には、暦仁元年と改元されています。さらに翌年（一二三九）、延応元年二月二十二日に、後鳥羽上皇が隠岐に崩御され、三年後の仁治三年（一二四二）九月十二日には、順徳上皇が、佐渡に崩御されるという、あわただしい世相でありました。これは現今に伝わる真跡の中で、最もお若い時の筆跡として貴重なものとされています。しかし、清澄寺は、「遠国なるうへ、寺とはなづけて候へども、修学の人なし。しかるに随分、諸国を修行して学問し候いしほどに、我が身は不肖なり、人はおしへず」（本尊門答鈔）、いかに安房随一の名山とは言っても、蓮長の根本的な疑問に対して、明確な教導の出来る師はなく、仏法を談じ行ずる友もおりませんでした。その上、所蔵の経巻典籍もすべて読破し尽くしましたので、「仏法（鎌倉、京、叡山、園城寺、天王寺等の国々、寺々）を習いきわめんと、をもわば、いとまあらずば叶うべからず。いとまあらんとをもわば、父母、師匠、国主等に随いては叶うべからず。是非につけて、出離の道をわきまへざらんほどは、父母、師匠等の心に随うべからず（中略）。内典の仏教にいわく、恩を棄て、無為に入るは、真実報恩の者なり等云々（中略）、かくのごとく存じて、父母、師匠等に随わずして、仏法をうかがひし程に」（報恩鈔）、是聖房蓮長は、出家以来の宿願を果たすべく、いちだんと深い研鎖の志をいだき、多くの仏典、書籍を求め、鎌倉をはじめ、諸国遊学の旅へ立たれたのであります。

			　時に延応元年（一二三九年）の春、是生房蓮長十八歳、まさに万物もえたつ季節でありました。

			　出離のことは御本尊七ヵ相伝の中の「明星直見の本尊のこと如何」という項目に述べられています。これを十八出家というのであります。十六歳の出家は、父母の家を出るという意味の出家であります。このことは、十六歳の時、父母の家を出て、十八歳の時、苦の生死の家を出るという二種の出家を示されたものであります。

			　そのころの鎌倉はすでに、仏教隆昌の都会として、諸派が競い合い、大寺巨寺の堂塔伽藍が着々と建立整備されつつありました。その中で、蓮長が初めに着目したのは、浄土宗と禅宗の法義でした。なぜならば、当時の世相を反映して、禅宗は武士階級に、浄土宗は、庶民の間に最も盛んに信仰されていたからであります。

			「其の後、まず浄土宗、禅宗をきく」（破良観等御書）、まず、念仏、禅の法義に検討を加え、その本源を尋ねる必要がありました。そして仁治二年（一二四一年）には鶴が岡八幡宮に蔵する大蔵経を閲読されました。

			　鎌倉で遊学すること四年、仁治三年（一二四二年）二十一歳の時、蓮長は最初の著作と思われる「戒体即身成仏義」を著わしました。同書の内容は「小乗、権大乗においては成仏はかなわず、法華の開会の戒体こそ『仏因仏果の戒体なり』」と説示されており、とくに念仏を強く破折されています。「安房国清澄山住人蓮長」と名乗って書かれていますが、蓮長が清澄山に帰られて同書を書かれたか、あるいは、身は鎌倉に有りながら、同書を書かれたか、明確ではありませんが、これは一般に過去十年の修学に、終止符を打って、真実の教えを明確に明かされたものと理解されます。

			　蓮長はしばらくも一所に安穏としていることはなく、当時の諸宗のありかたを研修するため、仏法の奥義、法華経の真髄を討究するため、日本仏教の中心とも言うべき比叡山延暦寺に向かいました。比叡山延暦寺は、延暦四年（七八五年）、伝教大師（最澄）が十九歳の時、初めて比叡山に登り、一宇の草庵を結んで修行を始めた時から起こったと伝えられます。のちに、一乗止観院（根本中堂）が建立されて、その中心伽藍となりました。

			　伝教大師が四十歳の時、桓武天皇の勅願により、一乗止観院は、さらに大きく改築されて、平安京の鬼門を護る鎮護国家の道場としての規模が整えられました。その後、伝教大師入寂後七日目の、弘仁十三年（八二二年）六月十一日に、伝教大師出世の本懐たる法華迹門戒壇建立の勅許がおり、翌弘仁十四年（八二三年）二月、初授戒を行い、勅号を得て「比叡山延暦寺」と名を改めました。

			　当時の比叡山は、やがて鎌倉時代を待って起こった諸宗のゆりかごであったと、一般に伝えられているように、浄土宗の法然、禅宗の栄西、浄土真宗の親鸞、曹洞宗の道元、後には浄土真宗の蓮如（室町期）等が、一度はこの山に登り、修行研讃に励んだところでした。

			　しかし、天台教法の伝持については「報恩鈔」に「第二の円澄は、半ば伝教のお弟子、半ば弘法の弟子なり」と仰せの如く、伝教の遺戒にもかかわらず、義真が第一代の座主となり、第二代円澄の時には、早くも法華経の正法が歪められていました。第三代は円仁（慈覚）であります。

			「慈覚大師事」に「第三の座主、慈覚大師（円仁）は真言を正とし、法華経を傍とせり」とあります。第四代安恵を経（へ）て、第五代円珍（智証）もまた真言の理同事勝の邪義を用いました。

			　伝教大師により開創された叡山仏教は、義真の時、円頓戒壇の独立を実現し、円仁、円珍、安然（台密の学匠）を経て、天台密教に進んだのであります。さらに下って、良源（第十八代座主）、源信の時代には、円密一致の基盤をつくり、弥陀法門を興隆し、組織するに至りました。

			　是聖房が比叡山に研修に登ったのは、戒体即身成仏義を著作した仁治三年（一二四二）二十一才の時でありました。

			　そのころの比叡山上、山門の天台学は、慈恵大師良源の門下の慧心院源信の流れである慧心流と、同良源門下の檀那流覚運の檀那流とに分かれ、慧心流はまた、椙生流と宝池房流に分かれ、檀那流は慧光房流と竹林房流と毘沙門流に分かれていました。

			　是聖房は初め無動寺の総学頭職、南勝房俊範法印のもとに参り、山内の円頓坊に寄られたということが、京都要法寺（日尊系）日大上人の記録にあるといわれています。しかし、まもなく横川の華芳谷の定光院（初め華光坊）に移り、この地で十三年間の研究生活を送られたのであります。

			　山門比叡山は、「山門建立秘訣」並びに「山門秘伝見聞」等の口伝書にも見えるように、三塔九院といわれ、東塔を本院、西塔を宝幡院、横川を楞厳院といい、この三塔におのおの法華堂、常行堂、中堂の三つがありました。

			　一般には是聖房が、無動寺谷より、この横川定光院に移られたのは、慈覚大師が書写した法華八巻を本尊とする首楞厳院と、さらに元三大師良源が創建された、楞厳三昧堂に併設された法華三昧堂の教義講堂に、百練の道場を求めたからであろうといわれています。しかし、現在の比叡山では、常行三昧は弥陀を念じ、常座三昧は禅、半行半座三昧は法華三昧といわれています。

			　ともかくも当時の比叡山で、長年の間行われていた止観業、遮那業などの区別をたてて、修行することから脱出して、色心究竟の当体、十如実相の根源である法華唯一仏乗こそ、真実であることを体得されたものと思われます。

			「法然、善導が、書きをきて候ほどの法門は、日蓮は十七、八の時より知りて候いき」（南条兵衛七郎殿御書）と述懐されていることからも、当時すでに念仏をはじめ、諸宗の教義に精通していたことがわかります。是聖房蓮長にとって、法華経の奥義、台家の教義、慧檀二流の法義を尋究されて、法華唯一仏乗の道場で、昔から、叡山三魔処の一つに数えられ、山塊はもろく、一年を通して、湿気は充満し、冬季は、零下十度乃至十五度に下るともいわれ、日本海の佐渡よりも、さらに極寒となることも、しばしばであったと思われます。つまり、叡山定光院十三年の御研修の間に、極寒に対処する御生活は、十分御経験済みであった上での、佐渡の流罪の御修行があったものと考察することが出来るのです。

			　次に、是聖房が、生年十七歳の時、清澄寺の東面で、中古天台の口伝書、おそらく檀那流一言の妙法の口伝ともいうべき一書を得て、これを書写し、また戒体即身成仏義に、従来の研究結果を結するとともに、本当の信心とはいかなるものであるかということを、心に深く銘記して、比叡山に登り、無動寺谷の短い期間を経て、定光院に十三年間の研讃の御生活をおくられたということは、大聖人は、まさにこの過程において、「法華最為第一」の血脈相承口伝を自得確立されたものでありましよう。

			　建長二年（一二五〇）には、元興寺と共に、日本最古の寺であり、聖徳太子の建立になった四天王寺に入り、聖徳太子の偉業をしのび、当時の仏籍を閲覧され、建長三年（一二五一）には、京、五条坊門富小路において、真言宗の秘奥書「五輪九字秘釈」を書写されています。

			　建長四年（一二五二）、十二歳より三十二歳に至るまでの、二十年間、自らの誓願に対する確信を深め、修学研鑽に別れを告げて、同年八月には、三井園城寺に智証大師をたずね、最後の総仕上げのため、一切経の閲覧に専念されたのであります。蓮長は、これより法華経の行者として、経文に予言された上行菩薩の再誕として、使命を尽くすため、迫害艱難の中、身命をおしまず、法華経を流布しなければならないと決意しました。

			　勧持品には、

			「五濁悪世の中には、多く諸々の恐怖あらん、悪鬼その身に入りて、我を罵り、毀辱せん。我ら仏を敬信して、ただ無上道を惜しまん」とあります。

			　時代の濁り、それらのいかなる迫害があろうとも、国土の災難と、民衆の苦悩を救わんと、最為第一の法たる法華経を広めなければならない。蓮長の心はますます堅固なものとなっていきました。

			　御講聞書には、　

			「今末法に入って、上行所伝の本法の南無妙法蓮華経を広め奉る、日蓮、世間に出世すといえども、三十二歳まで、この題目を唱え出ださざるは、仏法不現前なり。この妙法蓮華経を広めて、ついには本法の内証に引入するなり」と自解されたのであります。

			　すなわち、南無妙法蓮華経という本法こそ、仏法の内証に導く唯一最高の教えであり、この本法は、上行菩薩が本来所持され、また上行菩薩でなければ、顕すことのできない教えなのであります。まさに南無妙法蓮華経を唱え出ださんとする蓮長は、末法の教主として、迸（ほとばし）る使命を自覚されていました。蓮長はかくして、鎌倉、比叡、三井、高野、南都六宗の遊学を経て、釈尊五十年間の聖教と、八宗九宗十宗の起こりや、仏教、儒教その他五千七千三千余巻を調べ終わり、一切の宗旨の研鑽、一切の経教の根源を究め、諸宗の誑惑と災難の本源を検索して、建長五年（一二五三）正月、御年三十二歳の時、今の愛知県三井寺を出て、師、道善房、父母、法兄の待つ本国、今の千葉県安房郡天津小湊町清澄山へ帰山されたのであります。

			　蓮長は三月二十二日から、七日間、清澄の一室にこもって、深く思索を重ね、これからいよいよ、上行菩薩の再誕として、三月二十八日未明、四時ころに清澄山の東方の御日の塚（嵩が森）に登り、静かに遥か太平洋の彼方、朝日に向い合掌し、初めて下種の『南無妙法蓮華経』と、荘厳にして、雄渾の題目を唱えられて、開宗宣示（御内証）をされたのであります。この時の題目を、本因妙の行者最初妙覚の成道といわれるのであります。

			　その後、真昼の十二時になって、道善房の持仏堂の南面で、浄円坊その他少数の大衆に対して、真実のまま、法華経、本迹二門の深義を説かれました。蓮祖御自身の御説法は、三月二十八日の一度だけで、やむなく中止せざるを得なくなりました。

			　蓮祖はここで深く考えられました。

			「仏の予書にあてはめてみれば、現在は末法時代に入って、二百余年過ぎ去った頃に当たっている。自分は、日本国全体からみれば、片隅の国とも思われる安房の国に生まれ、その上に貧しい身分のものである。過去の世では、法華経を謗（そし）ったものであろうか。ゆえに今法華経を信じれば、他人の敵となるのである。日本に現在流行している仏法の中で、禅宗を信じる人は、是心即仏ということを説いて、人間の妄心である第六意識をそのまま仏であるかの如く説き、我意我欲を守って、それがそのまま仏意とするような行為は、天魔の所行であると知る者は、日本国にただ日蓮一人である。しかし、これをあえて説けば、念仏者の怨となる。また世人を恐れて説かなければ、仏の教えに背き、阿鼻地獄に落ちると説かれている。この経文どおりに説けば、本国の人々は、みな日蓮の敵となることになる。しかし、この度こそは、いかなる無量の大難が競い起ころうとも、大法を弘通しなければならない」と考えられました。

			　そして、強い菩提心をもって、大誓願を果たすために、一ヶ月後の四月二十八日を期して、早朝、東天に向い、南無妙法蓮華経と唱えられたのです。そして、その日の正午頃、諸仏房の持仏堂の南面で、浄顕房、義浄房の衆人のために、法華経の迹門を中心とする教えを説き、法華経以前の四十余年の諸法の教えを捨てなさいと説かれたのであります。

			　このように三月（種）と、四月（脱）の両万の宗旨建立については、二種の妙法には、深意あることを、蓮祖の御真筆そのものが両文に分かれているため、富士門流も他の門下の学者も、三月は正意で、四月が傍意であるといい、また、四月が正意で、三月は傍意であると説いています。

			　今、この三月と、四月両説を理解するのに、次のようなことが判定の基礎となるのであります。

			　一、末法の題自には、内証と外用の二つの立場がある。

			　二、寿量品の教えにも、内証と外用がある。

			　三、法華経一部八巻、二十八品にも内証と外用がある。

			　四、一代八万四千の諸教にも、内証と外用がある。

			　五、神力品の別付属ということにも、内証と外用がある。

			　六、属累品の総付属にも、内証と外用がある。

			　七、南無妙法蓮華経の題目自体の本源である妙の一字にも、内証と外用があり、甚深広大である。

			　これらのことを明らかにしないと、蓮祖の教えの根底も明らかにされないことになります。

			　顕仏未来記に、「仏記に準じて、これを勘（かん）がうるに、既に後五百歳の始めに相い当たれり、仏法必ず東土の日本より出づべきなり」

			　報恩鈔に、「日蓮が慈悲広大ならば、南無妙法蓮華経は、万年の外、未来までもながるべし」

			　御講聞書に、「題目を唱え奉る音は、十方世界に届かずということなし」

			　まさに、大聖人の唱え出だされたこの一返の題目は、三世十方のあらゆる仏性を、歓喜勇踊せしめる妙法の大音でありました。それはいまだかって、インドの釈尊も、中国の天台、日本の伝教も、唱えることのなかった題目であり、今昇る太陽のごとき、末法万年の闇を打ち破る、元初の大光明でもあったのです。

			　法華経の血脈は、本門の題目と、迹門の題目の意義を明らかにして、蓮祖の二箇相承や、日興上人の御遺状と照らしあわせて見る時に、二種の妙法があることが明らかとなります。これは、末法の弘通の初め数年間は、本門の直機に、迹門下種の機根の衆生がいるために、二種の妙法があるのであります。

			　釈迦仏五十年の説教に、権実と、本迹の二筋の建て分けがあり、権智と実智があり、仏身と、仏の位からは、本門と迹門の二門があり、法華経の本迹両方の中で、本門の仏身は、本地身の仏であり、迹門の仏は、垂迹身であります。本門の仏身とは、久遠実成の仏でありますが、この久遠実成の仏にもまた、本果と本因があります。

			　日蓮大聖人は、この本因の妙法を修行し終わった時は、本果（久遠実成）の仏であり、この本因の妙法の修行によって、完成した時の第一番の妙法は、本果の妙法となるのであります。

			　このようにして、日蓮大聖人の法水は、久遠本果の脱を表とした妙法の内面に、下種の妙法を含んだ、表脱裏種の妙法と、種を表とし、脱を裏とした表種裏脱の妙法の、二つの妙法を相対し、本因下種の妙法を、根本種子と定められた法水を、白蓮阿闍梨日興上人に、御相伝になったものでありまして、日蓮大聖人の法水とは、南無妙法蓮華経の七文字であります。

			　これが最もよくあらわれているのが、日興上人の御真筆「本門弘通の事」の一書であります。

			　血脈の法水が、種脱相対して、しかも、種の妙法をもって、大聖人の法水とするように、相承である巻物、すなわち、相伝の書籍も種脱相対しています。

			　主として、種の妙法を相承されたものは、日蓮大聖人の四百余篇の御遺文であり、また、日興上人に御相伝になった正宗聖典の相伝書を始め、歴史書その他これらの法水をあやまりなく書きつづられた解説書等にいたるまで、種の妙法の相伝書といえるのであります。

			　日蓮大聖人の血脈とは、法水であります。相承とは、それを筆録された巻物であります。すなわち法水に違わないように、宗祖日蓮大聖人並びに二祖日興上人の教えのように、持（たも）つことを示された巻物であるということになります。

			　信心といっても、血脈といっても、法水といっても、これは結局、同じことをいっているものであります。信心があれば、仏から法の水を受けることが出来ます。仏様から正しい水が流入されるのは、丁度人の身体の血管を通って、液が流れるようなものなのでありますから、これを血脈というのであります。

			　もし、根本となる信心が変われば、法水も流れは絶えて法脈の循環は中絶するのであります。

			　例えば、法水が流入したとしても、それは乱れた清浄でない法脈であって、真の法水とはいわれないのであります。一般世間の中の例をとってみると、一家の中で、子が親の意思のように守って、家の相続をすれば、その血脈が正しく守られたものといえるのであります。仏法では、師匠の教えに、間違わないように法脈を守るべきなのであります。

			　富士門流においてもまた、このように宗祖日蓮大聖人並びに、二祖開山上人の教えのように、信心を間違わないように持つところに、私ども、末法の俗悪の不浄の身心もまた、清浄な妙法蓮華経の色心となるわけであります。この凡身の極悪の身心そのまま、清浄な妙心の色心とすることも、純一無雑の信心にあるのであります。ところがこの信心を動転して、邪信や迷信に落ちれば、立派な法水は断絶して、ただ凡夫の色心となるのでありますから、即身成仏をすることができないのであります。（日有上人化儀抄第二十九条血脈相承について以下原文）

			一、信と云ひ血脈と云ひ法水と云ふ事は同じ事なり、信が動せざれば其の筋目違ふべからざるなり、違はずんば血脈法水は違ふべからず、夫とは世間には親の心を違へず、出世には師匠の心中を違へざるが血脈法水の直しきなり、高祖已来の信心を違へざる時は我れ等が色心妙法蓮花経の色心なり、此の信心が違ふ時は我れ等が色心凡夫なり、凡夫なるが故に即身成仏の血脈なるべからず、一人一日中八億四千の念あり、念々中の所作皆是れ三途の業因と文。
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